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卒業証書用和紙、閉校記念品和紙を作成しました 

 ６年生は卒業証書のための紙漉きを、そして３～５年生は、閉校 

記念品のための紙漉きを、それぞれが行いました。 

 ６年生の卒業証書は、鍋野和紙工房で教えていただいたことをも 

とに、今年度は２枚漉きとしました。漉いた紙を２枚重ねて１枚に 

するやり方です。薄くなったりした部分も２枚重ねることで厚みが 

出て、状態の良い和紙にすることができました。糊の入れ具合など 

で、和紙が思うようにはがれず、苦労する面もありましたが、 

まこと会のみなさんの支援を受けながら完成にこぎつけました。 

 ３～５年生は、小さな紙漉きの枠を使って、はがきサイズの和紙 

を漉きました。枠がたくさんあったので、どんどん量産することが 

できた上に、１，２年生も紙漉きに参加してくれたおかげで、現在 

300 枚ほどの和紙が完成しています。 

 どちらも冷たい水を使い、水の中に手を付けて作業しますので、 

作業が終わるころにはすっかり手が冷たくなっていますが、根を上 

げずにがんばっています。紙素がまだあるので、できるかぎりたく 

さんの和紙を作りたいと考えています。 

 卒業記念品は、6 年生 5 人が、館長さんの指導 

を受け、校歌の一番の歌詞を一行ずつ筆で書い 

たものをスタンプにします。それを和紙におし 

ていきます。完成が楽しみです。  

                             ちなみに、だれがどの行を書いたか、みなさん、 

分かりますか？ 

                            

 大良小が目指している育てたい児童像は、「かしこい子、ただ 

しい子、たくましい子」です。その「かしこい子」に関しては、 

伝え合いながら学ぶ子（よく見て、よく聞いて、考えをもち、伝 

え合いながら学ぶ子）というところを目指しています。左の写真 

は、2 学期の全校での取組「ブックトーク」の様子です。1 年生 

も、発表者に質問し、返答し、またその返答にコメントするよう 

な、「言葉のキャッチボール」ができるようになってきました。 

学校評価中間報告においては、「伝え合いながら学ぶことが楽し 

い」と言える子供たちが半数ほどですので、協働しながら学ぶこ 

との楽しさや意義を感じ取らせていきたいと考えています。 

伝え合いながら学ぶ 

12 月 6 日には、寒い中、評議員会、拡大委員会に御出席いただきありがとうございました。バスや統合後のこ

とについて御意見を頂いたり、意見交換ができたりしたことをとてもありがたく思っています。 


